
「子ども・子育て支援事業計画策定にかかるニーズ調査」における自由意見 
（集約版） 

 

みだしのニーズ調査において、教育・保育の環境の充実や子育て環境、子育て支援などに関して、

就学前児童では有効回答 1,887件のうち 794件、小学生では有効回答 2,928件のうち 666件、合計 1,460

件のご意見をいただきました。いただいたご意見が多岐にわたることから、以下の項目で分類し整理

しました。 

自由意見については、下記の一覧表の項目ごとに共通する主なご意見について、2ページ目以降に記

載しています。 

大項目 番号 項目 
就学前 
児童 

割合 小学生 割合 合計 割合 

教育・

保育事

業 

(１) 保育所（園） 198 15.0% 47 5.3% 245 11.1% 

(２) 幼稚園 224 17.0% 43 4.8% 267 12.1% 

(３) 認定こども園（幼保一体化） 50 3.8% 6 0.7% 56 2.5% 

子 ど

も・子

育て支

援事業 

(４) 放課後児童クラブ（学童保育） 45 3.4% 82 9.2% 127 5.7% 

(５) 子育て短期支援（ショートステイ） 0 0.0% 1 0.1% 1 0.0% 

(６) 子育て支援センター 73 5.5% 9 1.0% 82 3.7% 

(７) 一時預かり 78 5.9% 16 1.8% 94 4.2% 

(８) 病児・病後児保育 33 2.5% 17 1.9% 50 2.3% 

(９) ファミリーサポートセンター 11 0.8% 25 2.8% 36 1.6% 

(10) 利用者支援（情報提供を含む） 50 3.8% 38 4.3% 88 4.0% 

(11) 妊婦健康診査 2 0.2% 0 0.0% 2 0.1% 

その他 

(12) 学校・教育 56 4.2% 170 19.0% 226 10.2% 

(13) 母子保健・小児医療 70 5.3% 43 4.8% 113 5.1% 

(14) 金銭的支援等 39 3.0% 30 3.4% 69 3.1% 

(15) 特別支援が必要な子どもへの支援 20 1.5% 19 2.1% 39 1.8% 

(16) 子育てと仕事の両立 18 1.4% 4 0.4% 22 1.0% 

(17) 
子育てに関するまちづくり 
（施設整備関係） 

188 14.3% 226 25.3% 414 18.7% 

(18) 
子育てに関するまちづくり 
（地域、人とのつながり） 

19 1.4% 38 4.3% 57 2.6% 

(19) その他 144 10.9% 80 8.9% 224 10.1% 

合計 1,318  894  2,212  

※自由意見中にある個別の施設名や固有名詞などは掲載していません。また、項目内の各意見の掲載は順不

同となっています。 

※一つのご意見の中に、上記項目が複数にわたるものがあることから、それぞれ該当する項目ごとに分類し

集計しています。よって、ご意見をいただいた就学前児童（794 件）及び小学生（666 件）の件数と表中

の合計欄の数は一致しません。 

※「子ども・子育て支援事業計画」の策定においては、大項目の「教育・保育事業」と「子ども・子育て支

援事業」について主に検討を行っています。 

※上記表中の「割合」は、小数点以下において四捨五入をしていますので、合計は１００％にはなりません。 
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１ 就学前児童（1,318件） 

 教育・保育事業 

（１）保育所（園）（198件） 

・ 保育所をたくさん作ってほしい。 

・ 保育所の待機児童を解消してほしい。 

・ 保育料を引き下げるべき（高すぎる）。 

・ 求職中でも保育所に入れるようにしてほしい。 

・ 兄弟姉妹で同じ園に通えないと不便である。 

・ 保育所に入るには働いていることが前提、働くには保育所に入れることが前提、矛盾しているように

思う。 

・ 保育所の入所選定方法、保育料の設定方法について、利用する人が公平な取り扱いを受けられるよう

にしてほしい。 

・ 本当に保育所を必要としている人が入所しているのか疑問に思う。 

・ 下の子が生まれたため仕事を休んでいるのに、仕事をしていないからとの理由で上の子が保育所から

退所しなくてはならなくなるのはおかしいと思う。 

・ 離職後 40日以内の再就職は無理があるので、2～3カ月にならないか。 

・ 警報が出ると迎えに来てほしいと言われても、仕事は警報では休みにならない。 

・ 就労形態はいろいろあるので、土日祝も開所してほしい。 

・ 延長保育を充実してほしい。（時間延長、実施園の拡大など） 

・ 慣らし保育のため仕事を休むことは難しい。 

・ 保育所の先生の意識改革、資質向上に取り組んでほしい。 

・ 保育所を利用しているが満足している。保育士さんも親切で安心している。 

・ 公立と民間（文字や計算などの教育の実施）の保育所の保育内容の差を感じる。 

 

（２）幼稚園（224件） 

・ 私立幼稚園を増やしてほしい。 

・ 公立幼稚園と私立幼稚園（英語やダンスなどの実施）の保育内容の差を感じる。 

・ 小学校に隣接して幼稚園があることはよい。 

・ 市立幼稚園に定員がなく、希望者全員が入園できることは安心できる。 

・ ＰＴＡの活動のため、夜や土日の子どもとの時間が削られるのはおかしいと思う。 

・ 幼稚園でのＰＴＡの負担が大きすぎる。（軽減が必要） 

・ 幼稚園での預かり保育があっても、ＰＴＡ活動があると働く母親は利用（入園）できない（しにくい）。 

・ ３歳児保育を全園で実施してほしい。 

・ 預かり保育を全園で実施してほしい。 

・ 延長保育を幼稚園で実施してほしい。 

・ 同じ明石の幼稚園で、3年保育、預かり保育がある、ない、があるのはおかしい。不公平感を感じる。 

・ 幼稚園における給食の実施を望む。 

・ 幼稚園での教育、英語、そろばん、習字などを充実してほしい。お金がかかってもいいので。 

・ 幼稚園の先生の資質向上に取り組んでほしい。 

・ 先生方に園生活を楽しくできるよう考えていただき、親子ともども楽しめている。 
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・ 先生の数を増やし、負担を減らし、幼稚園を充実させてほしい。 

・ 小さい兄弟姉妹を連れての幼稚園への送迎は大変なので、自転車や車での登園も認めてほしい｡ 

 

（３）認定こども園（幼保一体化）（50件） 

・ 幼稚園には幼稚園の、保育所には保育所の持つ特性や良さがあると思うので、反対である。 

・ 幼保一体化への取り組みに対する問題点等が多く、市としてのビジョンがあいまいな気がする。 

・ 幼保一体化について、保護者や先生方への十分な説明をし、協力してもらえるような環境を整えてか

ら取り組むべき。 

・ 認定こども園・幼保一体化や民営化はやめてほしい。 

・ 違った環境の子どもを一緒にするのはおかしい。 

・ 就労状況（就労、未就労、育休中、時短勤務など）に関わらず利用できる、認定こども園があればと

感じる。 

・ 明石には幼稚園と保育所の 2択しかないのはおかしいと思う。（認定こども園がほしい） 

・ 幼稚園を認定こども園にしてほしい。 

・ 認定こども園は、兵庫県は全国 1位なのになぜ明石市にはないのか疑問。 

 

 子ども・子育て支援事業 

（４）放課後児童クラブ（学童保育）（45件） 

・ 学童保育を 6年生まで延長してほしい。 

・ 利用料金が高い。 

・ 学童保育での一時預かりを実施してほしい。 

・ 日曜日や長期休み（夏休み、春休みなど）のみの学童保育の利用を可能にしてほしい。 

・ 時間を延長してほしい。 

・ 女性がずっと働くことができるようにするため、小学校で学童に入れることが最低限必要。 

・ 病気や警報が出たら預かれないなど、仕事との両立において不便である。 

・ 保育所を利用している家庭は、継続して小学校で学童を利用する。開所時間や警報時の対応などを保

育所と合わせてほしい。 

 

（５）子育て短期支援（ショートステイ）（0件） 

 

（６）子育て支援センター（73件） 

・ 実際に利用できるのは 3歳くらいまでで、大きくなるにつれて利用しにくくなった。 

・ 小学生が入ることができなくなっているので、兄弟姉妹がいると利用できなくなる。（年齢制限をなく

してほしい。年の差がある兄弟姉妹が参加できる、利用できる施設やイベントなどがあればうれしい。） 

・ 開所時間（午前からの開所など）を子どもの年齢（お昼寝の時間）などに応じて設定してほしい。 

・ プレイルーム等利用時の駐車料金が高いので利用しにくい。駐車料金がかからないようにしてほしい。 

・ 支援センターの休所日をセンターごとに変えて、どこかの支援センターが使えるようにしてほしい。 

・ いつでも行けるプレイルームがあり助かっている。先生も笑顔で迎えてくれる。 
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（７）一時預かり（78件） 

・ 未就園児の一時預かりを充実してほしい。 

・ 保育所での一時預かりを充実してほしい。 

・ 保育所での一時預かりを利用しやすくしてほしい。 

・ フルタイム勤務でも利用できる幼稚園での預かり保育を望む。 

・ 幼稚園の預かり保育と保育所の保育料との不公平感を感じる。 

・ 幼稚園での一時預かりを充実してほしい。 

・ 幼稚園での預かり保育はすごく助かっている。 

 

（８）病児・病後児保育（33件） 

・ 病児・病後児保育がほぼない状況であるので、何とかしてほしい。 

・ 病児・病後児保育の施設を増やしてほしい。 

・ 仕事をどうしても休めない時に病気の子どもを預かってもらえるとありがたい。 

・ いつも利用している保育所内に病児・病後児の施設があるとありがたい。不調の時に普段の状態を知

っている方に見ていただけるとすごく安心できる。 

・ 就学前のアンケートにおいて、保育所の第 1・2希望であった病児や病後児保育についての取り組みを

行ってほしい。 

 

（９）ファミリーサポートセンター（11件） 

・ ファミリーサポートセンターを利用しやすいものにしてほしい。 

・ ファミリーサポートセンターの利用料金をもう少し安くしてほしい。 

・ ファミリーサポートセンターの安全面・衛生面の強化を望む。 

・ 会員になっても、近くに提供会員がいないと利用できない。 

 

（10）利用者支援（情報提供含む）（50件） 

・ 子育てに関する情報は、出産後ではなく、妊娠期（当初）から提供してほしい。 

・ 相談したことから支援につながる仕組みを作ってほしい。関連する機関などを紹介してほしい。 

・ 子育てに関する情報の提供を、文字だけでなく地図や写真などを用いて分かりやすくしてほしい。 

・ 保育所などの情報を現在のＡ４ １枚ではなく、もっと詳しく教えてほしい。 

・ 小児歯科や子どもの病気の時に役立つ病院の情報提供をしてほしい。 

・ 折角ある良いサービスも知っている人だけが得をするのではもったいない。情報発信してほしい。 

・ 市が開催するイベントやセミナー、講座などの周知を広く行ってほしい。特に就学前の親子が参加で

きるイベント情報がほしい。 

・ 障害がある家庭への情報発信を充実してほしい。公的支援の選択肢やサービス相談窓口等、障害につ

いての情報を集めることは大変難しい。 

・ 相談したくても平日は仕事で難しい。土日に、電話や面談で子育て相談などができる場所を作ってほ

しい。 

・ 市のホームページの情報が古かったり、詳しくなかったり。正確な情報を提供してほしい。 

・ 子育ての情報を月 1回程度で郵送してほしい。 

・ 保健センターや支援センターで相談に応じていただき助けられた。 
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（11）妊婦健康診査（2件） 

・ 他市との妊婦健診助成の金額に違いがあり地域格差を感じた。 

・ 子どもの数を増やすためにも、もっと無料券を増やすなどした方がよい。 

 

 その他 

（12）学校・教育（56件） 

・ 学力低下を感じるので、学力の向上を目指してほしい。 

・ ＰＴＡ活動が精神的、肉体的にもしんどい。 

・ ＰＴＡや行事等で親の参加を求めるものが多すぎる。スリム化してほしい。 

・ 上級生と下級生のコミュニケーションが取れる集団登校をしてほしい。 

・ 中学校給食を実現してほしい。 

・ 校区の編成を早期に検討・実現してほしい。 

・ 免許外、教科外の先生の授業は無くしてほしい。 

・ 自習学習が多い先生がいるので指導してほしい。 

・ 母子家庭、父子家庭に対する学校のＰＴＡの役員を免除してほしい。仕事を休んでまでＰＴＡに出た

りすると、さらに生活が苦しくなる。 

 

（13）母子保健・小児医療（70件） 

・ 医療費補助は大変助かっている。 

・ 医療費の無料化が病院を混雑させていると思う。少しは負担させるべきではないか。 

・ インフルエンザの予防接種にも補助してほしい。 

・ 明石の小児医療は神戸や加古川に頼り過ぎではないか。夜間、休日の救急体制の確立が必要。 

・ 子どもの検診で保健センターまで行くのは遠すぎる。支援センター・市民センターなどで実施してほ

しい。 

 

（14）金銭的支援等（39件） 

・ 神戸市に比べると私立幼稚園に通う保護者への補助が少ない。 

・ 子どもが多い家庭（3～4人）への経済的な援助をお願いしたい。 

・ 児童手当を増やしてほしい。 

・ 母子家庭などへの経済的な支援などをお願いする。 

 

（15）特別支援が必要な子どもへの支援（20件） 

・ 発達障害児を抱えているが、各機関へ相談に行っても連携がとられていないようなので、連携を強化

してほしい。 

・ 療育施設を増やしてほしい。施設の定員を増やしてほしい。 

・ 健常児に学童保育があるように、発達障害児にも放課後支援を考えてほしい。 

・ 特別支援の先生を増やしてほしい。 

・ 障害に対する専門的な先生を増やしてほしい。 

・ 障害を持つ子どもに、介護を必要とする人がいる家庭もある。個別の支援ではなく、家庭を全体で見

た支援を考えてほしい。 
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・ 障害のある子どもと健常者の子どもの交流を増やしてほしい。両者の成長に必要だと思う。 

・ 障害を持つ子どもへの関わり方以外に、その兄弟姉妹で、障害のない兄弟姉妹への接し方をあわせて

教えていただけるとありがたい。（障害のある、ないの兄弟姉妹のそれぞれの育て方、接し方など） 

 

（16）子育てと仕事の両立（18件） 

・ 女性が（母親が）、仕事も家庭も育児も手に入れることができる世界になってほしい。 

・ 母親の子育てに協力できる、理解ある職場環境の改善を望む。 

・ 育児休業、短時間勤務などの制度の充実（3 歳、小学生までの期間延長など）を国や企業に働きかけ

てほしい。 

・ 子どもが小さいうちに病気の時にも預けて働ける環境ではなく、仕事を休んで傍にいてあげられる環

境の社会になってほしい。 

 

（17）子育てに関するまちづくり（施設整備関係）（188件） 

・ ベビーカー等でも利用しやすい歩道、交通機関の整備をしてほしい。 

・ 通学路が狭く、通勤する車の抜け道となっており、スピードが速いので危険を感じている。狭い道は

一方通行にするなどの対策が必要。 

・ 通学路や踏切の安全性確保の整備をしてほしい。（スクールゾーンの整備など） 

・ 歩道が狭かったり、街灯が少ないところもあるので、整備してほしい。 

・ 歩道（カーブミラーやガードレールなど）を整備してほしい。 

・ 自転車道を作ってほしい。 

・ 施設や道路整備が地域により偏りがあると思う。子どもが少ない地域もしっかり整備してほしい。 

・ 明石駅前の開発では子育て支援につながる施設（プレイルームや子ども用トイレなど）を充実してほ

しい。 

・ 図書館を増やしてほしい。 

・ 屋内での遊び場を設けてほしい。 

・ 児童館（神戸市など）のような施設があればいい。母子ともに友達作りができると思う。 

・ ボール遊びや子どもがのびのびできる公園などを増やしてほしい。（公園での禁止事項が多い。） 

・ 公園のゴミ、犬等の糞、草などが多いため、子ども達が遊べる綺麗な公園を望んでいる。 

・ 公園の遊具（年齢別遊具）を充実させてほしい。 

 

（18）子育てに関するまちづくり（地域、人とのつながり）（19件） 

・ 不審者情報が多いので、警察と連携してほしい。地域での見守りをしてほしい。 

・ オレンジキャップの方々など、明石は地域の方が小学生を見守る体制があり感謝している。 

・ 地域の子育てサロンなど、地域の方によって支えられていることが心強く嬉しい。 

・ 地域ごとに子育ての広場などの交流する機会が少ない。 

・ 子育てをする母親が孤立しないように、地域の方々と交流ができるような場所を作り、情報提供して

ほしい。 

・ 地域の活動について、子どもが小さい間は役員等が当たらないようにしてほしい。 

・ 子育ては一人ではできない。家族や地域の協力が必要。 
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（19）その他（144件） 

・ 他府県から引っ越しをしてきた家庭や保護者への情報提供や地域での関わりができやすい環境が必要

だと思う。 

・ 男性が子育てに参加しやすい環境になればいい。 

・ 子育てに対する社会全体の理解、やさしさが必要だと思う。 

・ 保育所や認定こども園に送迎バスがあればいい。 

・ 児童手当は不公平だと思う。 

・ 区画整理や開発が進んでおり、幼稚園や小学校に行けるのかが心配になる。それに伴う、3 歳児保育

や預かり保育、放課後児童クラブの利用ができなくなるのかが心配。開発は校区も考えてやるべき。 

・ 子育て支援サークルに参加し、母子ともに友達ができてよかった。身近にこのようなサークルがある

と心強い。また、出産した母親の年齢別のサークルがあるといい。 

・ 子ども図書館はきれいで利用しやすい。 

・ 子育て学習室で母子とも楽しめている。募集が随時になればありがたい。 

・ 明石の教育や保育の面は充実（学童、医療費の無料化、中学校給食への取り組みなど）していると思

う。 

・ 働く母親には厳しく、専業主婦家庭に手厚い制度になっている。（保育料の違い、教育の環境など） 

・ 子育て支援について、共働き家庭のための育児代行に偏り過ぎである。 

・ 保護者が子育てについて第一義的責任があるにもかかわらず、アンケートや政策を見ていると親など

に「子育てをしなくてもよい」と言っているように感じる。 

・ 親も子も成長できるような支援をお願いしたい。 

・ 共働きの家庭は裕福であるとの考え方は間違っている。共働きでないと生活できないだけである。 

・ 市の窓口職員の資質向上に取り組んでほしい。 

・ アンケートは障害のある子どもには対応していないと感じた。 

・ アンケートをしても何も改善されないことが多いので意味がないと思う。 

・ アンケートを見て、はじめて明石市の子育て支援の内容を知ることができた。 

・ アンケートで意見を聞いていただきありがたい。 
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２ 小学生（894件） 

 教育・保育事業 

（１）保育所（園）（47件） 

・ 仕事を始める時期と保育所の入所時期が合わない、保育所の入園手続きが大変などの理由から母親が

働きにくい環境にある。 

・ 保育所をたくさん作ってほしい。 

・ 保育所の待機児童を早く 0にしてほしい。 

・ 保育料を引き下げるべき（高すぎる）。 

・ 仕事をしていないと保育所に入れないのはおかしい。（求職活動などが対象外） 

・ 保育所の先生の資質向上に取り組んでほしい。 

 

（２）幼稚園（43件） 

・ 明石市には私立の幼稚園が非常に少なく、選択肢がほとんどない。公立の幼稚園の内容を充実させる

か、私立を増やしてほしい。 

・ 公立の幼稚園での親の負担（ＰＴＡの仕事）が多すぎると思う。 

・ ３歳児保育を実施してほしい。 

・ 幼稚園での延長保育を希望する。 

・ 幼稚園における給食の実施を望む。 

・ 公立小学校に隣接して幼稚園が存在している環境は大変良いことだと思う。 

・ 幼稚園の先生の資質向上に取り組んでほしい。 

 

（３）認定こども園（幼保一体化）（６件） 

・ 幼保一体化のモデルとして、数回、市の方との意見交換会があった。幼稚園の保護者としては、一時

預かりが（長期休暇含む）と言うありがたいサービスが始まる反面、幼保一体化の話しが進めば進む

ほど不安なことも多く出てきている。 

・ 幼稚園には幼稚園の、保育所には保育所の持つ特性や良さがあると思う。 

 

 子ども・子育て支援事業 

（４）放課後児童クラブ（学童保育）（82件） 

・ 保育所は 7：00～19：00 までみてもらえ警報が出てもお迎えしなくていいのに、学童は閉まってしま

う。保育所と同様の対応をしてほしい。 

・ 学童保育を 6年生まで延長してほしい。 

・ 無料にしてほしい（料金が高い）。 

・ 一時預かり、長期休暇中の 1日単位での預かりを実施してほしい。 

・ 日曜日も開けてほしい。 

・ 長期休み（夏休み、春休みなど）の時のみの学童預りがあると助かる。 

・ 女性がずっと働くことができるようにするため、小学校で学童に入れることが最低限必要。 

・ 時間を延長してほしい。 

・ 明石市では（特に自分の学区では）充実した学童がされているように感じる。 

・ 学童保育指導員の資質向上に取り組んでほしい。 
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（５）子育て短期支援（ショートステイ）（１件） 

・ ショートステイの利用を考えるが、利用するまでの手続き等の時間が取れないので、柔軟に対応して

くれる制度になれば良いと思う。 

 

（６）子育て支援センター（9件） 

・ 明石市の子育て支援センターについてですが、異年齢の子どもが複数いる家庭は利用しにくい。 

・ 小学生が入ることができなくなっているので、兄弟姉妹がいると利用できなくなる。 

 

（７）一時預かり（16件） 

・ 子どもが 1～2歳の時に、気軽に預けられたらいいのにと思う。 

・ 未就園児の一時預かりを充実してほしい。 

・ 幼稚園での預かり保育を全園で実施し、時間を延ばしてほしい。 

 

（８）病児・病後児保育（17件） 

・ 「発熱しました。お迎えに来て下さい。」が続けば、仕事を続けられない人も多いと思う。 

・ 病後児だけではなく、病児保育も実施してほしい。 

・ 病後児保育は本当にありがたい制度だと思っているので、さらなる充実（小学 6 年まで対象とするな

ど）をお願いしたい。 

 

（９）ファミリーサポートセンター（25件） 

・ ファミリーサポートセンターなど利用したい気持ちもあるが、どう利用していいのか分からないので、

情報提供をしてほしい。 

・ ファミリーサポートセンターさんには、幼児期本当にお世話になりました。 

・ ファミリーサポートセンターを利用しやすいものにしてほしい。 

・ ファミリーサポートセンターの安全面の強化を望む。 

 

（10）利用者支援（情報提供含む）（38件） 

・ 市の子育て支援にどういうものがあるのか学校等を通してもっと情報を発信してほしい。 

・ 子育てに関する情報の提供を分かりやすくしてほしい。相談窓口を明確にしてほしい。 

・ 相談したことから支援につながる仕組みを作ってほしい。 

 

（11）妊婦健康診査（0件） 

 

 その他 

（12）学校・教育（170件） 

・ 学力低下を感じる。学力の向上を目指してほしい。 

・ 小学校のＰＴＡ活動が精神的にもしんどい。 

・ 母子家庭、父子家庭に対する学校のＰＴＡの役員を免除などしてほしい。仕事を休むとさらに生活が

苦しくなる。 

・ 土曜日の授業をすればいいと思う。 
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・ 教育、学校に関する情報をもっと詳しく、オープンに提供してほしい。（進学先を選ぶ参考にしたい。） 

・ 中学校給食を早く実現してほしい。 

・ 中学校の教育・環境づくりにも取り組んでほしい。 

・ 学区の編成を早期に検討・実現してほしい。 

・ 授業以外での学習（放課後の自習や補習など）を実施してほしい。 

・ 子どもの友達関係における相談に親身になって取り組んでほしい。 

・ 放課後の校庭を開放してほしい。 

・ 免許外、教科外の先生の授業は無くしてほしい。 

・ 学校の先生の資質向上に取り組んでほしい。 

 

（13）母子保健・小児医療（43件） 

・ 子どもにもインフルエンザの助成金をしてほしい。 

・ 医療費が無料になったことは、精神的に楽になった。 

 

（14）金銭的支援等（30件） 

・ 経済の格差が教育の格差にならないよう、サポートがあると嬉しい。 

・ 保育所・幼稚園・小学校・中学校と各段階での子育てに対する補助を考えてほしい。 

・ 神戸市に比べると幼稚園や保育所に通う保護者への補助が少ない。 

・ 高校無償化などの所得制限は、所得だけではなく、子どもが何人いるかも含めて考えてほしい。 

・ 子どもが多い家庭（3～4人）への経済的な援助をお願いしたい。 

・ 母子家庭などへの経済的な負担が減るようにしてほしい。 

 

（15）特別支援が必要な子どもへの支援（19件） 

・ 学習面など苦手な子どもへの個別の取り出し教育がもう少し増えるように、特別支援コーディネータ

ーの先生などを増やしてほしい。 

・ 先生も介助員さんもとても熱心で環境には恵まれていると思う。 

・ 小学校の特別支援の先生を増やしてほしい。 

・ 特別支援が必要な子どもに対する相談窓口や同じ状況の保護者の集い（交流）などを充実してほしい。 

・ 特別な支援が必要な子どもに対する取り組みをもっと充実してほしい。（特に中学・高校で） 

 

（16）子育てと仕事の両立（4件）  

・ 小学校の年中行事やＰＴＡ等で親の参加を求めるものが多すぎる。仕事と両立できない。 

・ 就労時間の短縮性をもっと柔軟にしてほしい。 

・ 子どもが健やかに育つことがどんな仕事よりも大切だと言う事を、どこの職場でも認識し、子どもを

持つ母親の仕事への配慮を徹底してほしい。 

・ 小学校就学前検診や説明会などを、半休を取れば参加できる時間帯で実施してほしい。 

・ 男性の子育て、母親の子育てに協力できる、理解ある職場環境の改善を望む。 

 

（17）子育てに関するまちづくり（施設整備関係）（226件） 

・ 神戸市では児童館が充実していて、放課後、自由に出入りができたり、夏休みでも安心して遊べる場 
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があるので、とてもうらやましく思う。 

・ 図書館を増やしてほしい。明石の図書館は数も少なく、駐車場代も発生するので利用しづらい。 

・ 歩道が狭かったり、街灯が少ないところもあるので、子どもたちの安全が守られる街になってほしい。 

・ 自転車で安心して走れる道（歩道も)が少ないと感じる。歩車分離信号の導入をすすめてほしい。 

・ 通学路が狭く、通勤する車の抜け道となっており、危険を感じる。通学時間帯だけでも通行止めにし

てほしい。 

・ 小さな公園がたくさんあり、遊ばせやすいところはいいところだと思う。 

・ 通学路の安全性確保のためガードレール・街灯などを設置してほしい。 

・ ボール遊びや子どもがのびのびできる公園などを増やしてほしい。（公園での禁止事項が多い。） 

・ 雨や季節（夏・冬）に関係なく利用できる屋内での遊び場を設けてほしい。 

・ 児童館（神戸市など）のような施設があればいい。 

・ 公園のゴミ、犬等の糞、草などが多いため、子ども達が遊べる綺麗な公園を望んでいる。 

・ 公園の遊具を充実させてほしい。 

 

（18）子育てに関するまちづくり（地域、人とのつながり）（38件） 

・ 子どもをねらう犯罪（不審者）が多いので、減少するようにしてほしい。 

・ スクールガードをはじめ、地域で子どもたちを見守っていただける事にとても感謝している。登校時

に通学路に立って毎日挨拶をしてもらい「知っている大人の人」がいるというのは、とても安心でき

ることだと思う。 

・ 地域の子ども会などにおける保護者の負担が大きすぎる。 

・ 自治会や子ども会の活動を促すような働きかけがあればと思う。 

・ 子どもが地域、社会に溶け込んでいけるような活動や場所がほしい。（夏休みのラジオ体操など） 

・ オレンジキャップの方々など、明石は地域の方が小学生を見守る体制があり感謝している。 

 

（19）その他（80件） 

・ 家庭状況（子どもの数など）に応じた産前、産後の子育て支援を充実してほしい。 

・ 障害児、いじめ等に無関心な親がいることに不満。忙しすぎて、自分のことしか考えられない社会に

対して不満。 

・ 子どもを育てていくうえでの母親の負担が大きすぎる。 

・ 子育て支援とか作ってくれるのも良いけど、母親が家で子育てができる環境にしてほしい。 

・ 転勤族、子どもが多い家にとっては育児がしやすいとは言えないのではないか。 

・ 子育て学習室など、同年齢・同月齢の子どもが集まる場所をもっと提供してほしい。 

・ 警報発令時の対応の改善をお願いしたい。（急に仕事を休めない。警報が出ているときに帰宅すること

はかえって危険であるなど。） 

・ ファミリーサポートセンター以外で、小学生を気軽に一時預かってくれる場所がほしい。 

・ 会社（特に父親の会社）が子育ての理解につながるような取り組みも行ってほしい。 

・ 大人、親がしっかりしないといけない。 

・ このアンケートはとても読みにくく、回答する気になれない。 

・ アンケートを実施してもらって嬉しい。困っている人をサポートしてあげてほしい。 

・ 他府県から引っ越しをしてきた家庭や保護者への情報提供や地域での関わりができやすい環境が必要

だと思う。 
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